	A.O.M
	S.G.M

	
	


東病棟カンファレンス記録

平成22年6月5日（土）　　　　　　　　　　　司会　小泉　彰　　記録　小泉　彰

	東
	橘
	藤原

（香）
	西山
	滝田
	福田
	宮澤
	谷川
	大井
	上口

	○
	休
	休
	深
	休
	休
	年
	準
	休
	○

	前田
	寺澤
	スバ

ベイ
	小泉

（え）
	藤原

（英）
	小泉

（彰）
	久保
	工藤
	新山
	田口

	準
	○
	休
	休
	深
	○
	○
	Ａ留守
	○
	準

	松川
	鈴木
	荒木田
	長濱
	田村
	田端
	佐々木
（真）
	番場
	佐々木(弘)
	横町

	　年
	休
	休
	休
	Ｃ留守
	○
	休憩
	Ａ留守
	入浴
	早退

	松橋
	新谷
	鳥谷部
	附田
	天間
	田中
	
	
	
	

	休
	休
	休
	休
	深
	休
	
	
	
	


＜連絡事項＞

· Ｃの鍵で隔離室の鍵を開けることができなくなっていた為、本日交換しています。

· 女子トイレの奥の便座が破損しているため、破損伝票提出しています。

· 掃除機のコンセントが悪く、使用できない為修理伝票提出しています。

＜患者様連絡事項＞

· 浅水　洋様～本日14時30分から6日の16時まで外泊の予定となっています。外泊時の注

意事項説明し、帰院後には外泊時の様子をご家族へ確認して行きましょう。また、退院日は６月１５日だが、退院後のケアの調整していくので退院日が多少ずれることも説明していきましょう。担当が不在の為、明日橘ＪＧＭへも報告し、病棟でフォローしていきましょう。

· 神田　直樹様～本人様より、入眠困難を訴え主治医より、フルニトラゼパム（2）１Ｔ就

床前薬が処方となっています。4日分臨時処方となり以後定期となります。夜間の入眠状況を観察していきましょう。

· 蝦夷森　重男様～本日スタッフ付き添いにて買物されています。問題行動もなく、必要な

ものを考えながら買うことできています。残金は医事室へ預かっていただいています。

＜注目患者様＞

· 種市　久子様～表情の冴えなさ続いており、食事や服薬の拒否が続いています。日常生活

や服薬に対する意識も低下しているため。その都度説明し表情の観察もしていきましょう。脱水症状を起こしやすい時期でもあるため、水分摂取をすすめていきましょう。

· 柳杭田　かつ子様～本日の入浴時に左大腿部に内出血がみられています。歩行状態は問題

ないです。精神症状の不安定もあり、夜間の中途覚醒時にはふらつきがあるため、転倒に注意し観察していきましょう。

＜隔離室入室患者様のケース検討＞

· 伊藤　義彦様～本日もドア叩きや蹴ることが続いており、説明にも了解されず、退室要求

繰りかえしています。食事や服薬の拒否はありません。表情としてはボヤっとしていることがあり、身体的には鎮静されるも、精神症状には活動性が高い様子があります。夜間の睡眠も早朝に覚醒することがあるため、隔離室での経過が必要のため、安全管理に注意していきましょう。

· 畑中　成夫様～2日前にはお膳をひっくり返すことなど不穏が見られています。本日は「こ

んなおかずは食えない」と残食あるが、妄想などによる食事の拒否ではなく、お膳をひっくり返すこともありません。本日は不穏行動や粗暴性はないが、むせるように薬を噴出そうとすることもみられるため、内服時には吐薬がないよう注意していきましょう。

· 松林　政道様～昨日より開放時間が10時から18時までとなっています。問題なく経過さ

れ、新聞を読んだりしている。本日は多弁さはないが、メモを控えて欲しいと話されるときには気がたっているような様子はみられています。神田様に威圧的となるため、トラブルとならないよう観察していきましょう。

· 佐藤　恵圀様～自身の要求を通そうとすることがあり、自己中心的となり説明にも訂正で

きない場面がみられます。以前はスタッフへの暴力行為もみられていますので、注意していきましょう。現在も夜間の睡眠の不安定であるため、現在の開放時間で１週間様子を観察し主治医へ情報提供していきましょう。

· 乙部　純一郎様～日中が臥床していることが多く、準夜勤務で叫ぶ場面が見られています。　

夜間の睡眠は取れているため、経過観察していきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞

· 神田　直樹様～病棟生活は問題なく経過されています。幻聴に左右された行動もみられず、

突発的な行動や粗暴的、他者への攻撃性もみられません。今後も他者とのトラブルがないように観察しながら、対応していきましょう。

· 川村　和則様～現在興奮や逸脱行為はありませんが嗜好品の買物欲求強く、金銭管理がま

ったくできていない状態です。スタッフ管理で買い物を行なっていき、金銭管理を実施しています。過度に買物の制限をすることで、イライラ感も出現することもあるので、本人とも話し合い決めていきます。

· 伊藤　義彦様～隔離入室患者様ケース検討で現状を話し合っています。

